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5/13(火)学校訪問研修会 
13日（火）は県教委と市教委の方々に学校の様子を見ていただき、ご指導をいただく訪問研修日でし

た。毎年の行事とはいえ、ここまで早い時期の実施は校長 7年目 

の私にとっても初めてのことでした。4月から全校で準備を進め、 

当日、大勢の訪問者の皆様をお迎えしました。 

 学校全体として、今年度実現を目 

指している運営方針（4月の学校説 

明会で保護者の皆さんに説明した内 

容です）があります。また、それぞ 

れの担任も、今年度の個人テーマを 

決めてよりよい授業づくりに取り組 

んでいます。こうした 4月からの取 

組の一端を見ていただきました。 

★オリエンテーションでいただいたご意見から・・・ 

 授業に先立ち、校長室ではオリエンテーションを行いました。校長・ 

教頭からの説明を受け、来訪者の方からは、子供に関する情報を全校 

の教職員で日々共有しながら（全教職員が全校児童の担任のように） 

適切な指導に当たっている点がよいと言っていただきました。確かに、 

生徒指導面での問題が皆無ということはありませんが、学校全体で子 

供に目を配り、声をかけ、つながりをもつことを心がけていることで、 

校内が比較的よく落ち着いています。そのことが結果的には教員の超 

過勤務時間（いわゆる残業時間）の削減にもつながっています。 

また、今年度のアクションプランの評価方法についてより吟味し、 

保護者や地域の方にもより分かりやすいものにするとよいのではない 

か、との助言もいただきました。検討すべき内容だと受け止めました。 

★子供の姿が教えてくれること 

 続いて、６つの教室で授業を公開しました。指導助言の先生方には 

授業の進め方とそれぞれの場面での子供たちの学習の様子を観ていた 

だき、午後（児童下校後）の部会別研修会で個別の指導助言をいただ 

きました。教員同士が日頃の実践や悩みについて意見を交わすよい機 

会にもなりました。 

 東部教育事務所主任指導主事の若島先生からは、「子供たちが先生 

の話をよく聞いていたのは楽しい授業だからこそ。よく工夫されている 

授業が多くあり、よかった」と 

言っていただきました。また、授 

業の始めと終わりの挨拶を元気に 

明るく行うことの大切さを指摘し 

ていただきました。 

 若島先生は、休み時間の子供た 

ちの姿もよく見ておられ、グラウ 

ンドや体育館で元気に遊ぶ姿が素 

晴らしい、とも言ってくださいました。つばきッズのよいところを 

を再認識し、大いに伸ばしていきたいところです。 
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5月の短歌「風・空」を紹介します 
○空見上げくものわたがしおいしそう おなかがなってうふふとわらう （2年 T・Sさん） 
○グラウンドまるで桜の海みたい 花びらの波つくる強風       （６年 Y・Mさん） 

○家族とねまきばの風でジェラートを空を見ながら食べるおいしさ   （４年M・Hさん） 
○風のやつ私のぼうし飛ばしたな ひゅんとひとふき田んぼにぽちゃん （4年 K・Sさん） 
○たかい空赤青き色のこいのぼり 風にゆらゆら空にひらひら     （2年 N・Hさん） 
○春の空さくらがちるよフワフワと 大きなさくらを見上げるわたし  （４年 T・Sさん） 
 
 大人も含め 39人からの応募（投歌）がありました。難しいテーマかなと思いましたが、この季節らし 

い工夫のある歌がたくさんありました。上記の 6首は「天・地・人」の入賞作です。 

「6月のテーマは何ですか？」と早速尋ねてくれるやる気いっぱいの子供たちがいて嬉しく思います。６ 

月は今年度 1回目の「校長杯短歌大会」です。テーマは自由。子供も大人も自信作を応募してください。 

 

シリーズ「教室におじゃまします」５月１２日（月）１年生活科の巻 
 この日はアサガオの種を植える時間でした。教室では青いつやつやの鉢 

             を手にウキウキ気分の子供たちでした。水や 

             り用のペットボトルを用意している子、忘れ 

てしまった子も石井先生から予備の物を一つ 

もらい、心配いりません。皆ニコニコです。 

 教室での説明がまず終わり、グラウンドに 

出ました。各自１袋分の「花・やさいの土」 

             をもらいます。 

             先生の説明のと 

             おり、そおっと 

             土を鉢に開け、 

             平らにならし、 

             5か所に穴を空 

けます。アサガ 

オの種を植え、土をかぶせると「もとひ」を上に蒔きます。土も種も肥料も、 

すべて教材セットとして個別の袋に入っているの 

で、子供たちは無用な争いもせず、一人一人が楽 

しそうに取り組んでいます。 

 最後に水やりをして今日の学習は完了です。「い 

つになったら芽が出るのかな？」という先生の問い 

かけに「6月じゃないかな」という子が多いようで 

した。さあ、どうなるでしょうか。その後、毎朝 

自分の鉢を見にいっている 1年生です。 

           

＜おまけのひとりごと＞学校訪問研修で話をされた東部教育事務所の若島先生は、本校のことをよく予習してこられたようです。グ
ラウンドの桜や玄関前のチューリップがきれいに咲いていた頃に実際に本校にまでこっそり来ておられたとも･･･。学校 HP から過
去の「校長室だより」もしっかり目を通しておられ、「～と書いてあり感動しました」と細部に関しても話していただき感激です。
考えてみると、相手のことをしっかりと調べて話の内容を考えてくるというのは、よい授業づくりとも通じるところがあると思いま
す。ポイントを押さえ、準備に時間をかけた授業は子供の反応もいいものです･･･。気付きと学びがいろいろあった研修でした。 
 


